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8.5　2030年までに、若者や障害者を含む全ての男性及び女性の、完全かつ生産的な雇用及び働き
がいのある人間らしい仕事、並びに同一労働同一賃金を達成する。
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4-(5)就労移行支援事業等を通じて一般就労に移行する者のうち就労定着支援事業を利用
した人数

（２）社会生活のあらゆる場面における利用のしやすさ（アクセシビリティ）を向上させ、社会参加
を支援すること

3. すべての人に健康と福祉を 

8. 働きがいも経済成長も

差 替

（資料３－１ 70P）


